












































































































































































































































































































































































































































































































































































































図(ア) と (イ)で成り立つきまりと図 (ウ) と (エ)
でのきまり，こういうふうに分けていくのも1
つのアイデアなのですけれど，そうではなくて，






















(ア) (イ) (ウ) (エ)
頂点 5 6 6 7






















(ア) と (イ) では0 で，図 (ウ) と (エ) では，そ



















































こう言ったのです。｢ 表 (表 2) の一番上の数と
一番下の数を足して真ん中を引くといつも1 に
なる。｣と言ったのです。図 (エ) では7と2 を
足して9，真ん中の 8を引いて 1です。図 (ウ)
では，6 と1を足して真ん中の6を引けば1 で












(ア) (イ) (ウ) (エ)
頂点 5 6 6 7
辺 4 5 6 8
























































うというのです。つまり，｢ 多分，(空間4 ) を
足せば言えるのではないか｣と言うのです。ま
だこの先も，5次元になってもいえるかという
と，子どもたちは当然と言わんばかりに｢いえ
る｣というのです。子どもはイメージの中で，
ここから先は帰納的に推論していくのです。多
分，この後こうなっていくだろうと。これは，
後から知ったんですけれど，授業後に2つの質
問が出された。その1 つは｢この定理を作った
人は誰か？｣という質問です。それはポアンカ
レなのです。Sさんは，私に重大な課題を1 つ
与えてくれました。2つ目の質問で，それは何
かというと ｢この右辺の1っていうのは何です
か。｣というものです。私もこのことについて
考えたことがありませんでしたので｢1 は，た
だの1ではないか｣と思ったのですけれど，そ
れではまずいなと思い直しまして，1は何だろ
うと考えました。それから私は必死になって｢1
は何だ，なぜ1なんだ｣と思っていろいろ研究，
検討したんです。今日の宿題に残しておきます
ので，みなさんもぜひこの質問について考えて
みて下さい。｢右辺の1っていうのは何ですか？｣
ということを考えてみて下さい。きっとおもし
ろいと思います。
予定の時刻を大分過ぎてしまったのですが，
まあこんなことをやりながら楽しんでいます。
子どものすばらしさに感動したのです。これで
私の研究の紹介にかえさせていただきます。ど
うも御静聴ありがとうございました。
講演日：2001年5月9日
会場：鳥取大学教育地域科学部附属教育実践総
合センター
記録者：種本将明，松田由香里，山脇雅也，
和田達次
(いとう・せつろう，東京学芸大学数学 ･情報科
学科数学教育研究室)
資料：講演風景
あいさつをされる伊藤先生 (上段)
熱弁される伊藤先生 (中段 ･下段左)
講演に訪れた人たち (下段右)
